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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，キーワードの定着に着目した個別指導が可能な空所補充型クイズア
プリを開発し，知財教育における重要キーワードの暗記支援を図ることである。学生の理解度に応じた指導ノウ
ハウのルール化と暗記支援の３段階のフェーズについて，（１）理解度タイプ判別機構，（２）理解度タイプ別
指導支援機構，（３）暗記支援機構を開発し，システムの機能評価を実施した。この評価実験は，e-Learning授
業の受講者を対象とした。さらに，研究代表者らが過去の研究で得られた成果を応用し，自己組織化マップによ
る学習者の理解度の自動分類にも挑戦し，これら研究成果の一部を学会で口頭発表するとともに学術論文で誌上
発表した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examine the design and implementation of an e-learning 
system to support intellectual-property (IP) education. The system consists of three functions: 
examination of online test using categorized questions, measurement of four academic skills of 
learners, and classification of learner’s understanding to recommend suitable learning contents for
 the learner. In addition, we implement a learning support system using classification of learners 
according to their type of learners' comprehension on IP education. The proposed system has an 
automatic recommendation function of learning contents. In order to support automatically, we use 
unsupervised classification method such as SOM. In order to support recommendation of suitable 
learning contents, we examine knowledge-based method for revising misclassification on learners' 
comprehension.

研究分野： 学習支援システム
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2002 年に策定された知的財産戦略大綱で

は，文部科学省，経済産業省の協力の下，大
学生一般に対する知的財産教育の推進が図
られている。一般的な法律学習では，定義等
の重要用語や条文の趣旨等を正確に理解す
ることが求められている。自分勝手な解釈で
法律用語を使用すると，思わぬトラブルを招
くことになるからである（注１）。しかし，
学生が学習の過程で自分自身の間違いに気
づくのは容易ではなく，何らかの学習支援の
必要性が実験・実践を通じて明らかになって
きた。 
 
（注１） 例えば「著作物とは思想又は感情を

創作的に表現したものであって，文芸
等の範囲に属するものをいう（著作権
法第２条１項１号）」という定義につい
て，“創作的に”というキーワードが抜
けると，創作性のないもの，すなわち
他人の模倣品であっても著作権法の保
護を受けることを意味し，著作者の権
利を不当に害することになる。 

 
研究代表者らは，2003 年から 2007 年まで

の研究において，小テストの成績分析から，
学生の理解度を６タイプに分けると共に，タ
イプ別の指導案を自動生成する学習支援シ
ステムを開発した（図１）。また，実際のネ
ットワーク技術の講義における有用性を検
証し，本システムは法教育にも応用可能であ
ることも示唆した。 

 

図１ 学生の理解度タイプ別の指導案の自
動作成 

 
さらに，2008 年から 2013 年までの研究に

おいて，大学における知財人材育成ニーズに
応えるため，上記の研究成果の知財教育への
応用を図った。まず，研究代表者らは，条文
や判例，通説等を体系的に整理し，定義や趣
旨等について一問一答形式の問題集を出版
した。また，実際の弁理士試験受験生向けに
実践指導を行った結果，どのキーワードが抜
けているかを確認することで，学生の理解度
を推測できることが分かった。次に，段階的
にキーワードの暗記を行えるカリキュラム
を試作し，試作カリキュラムを元に学生一人
でも暗記学習ができる空所補充型のクイズ
アプリ（図２）を開発した。しかし，キーワ
ードが抜ける原因は学生の理解度によって

異なるため，「なぜこのように規定されてい
るのか」「（学生が）どこを勘違いしているの
か」等を個別指導する機能の実装が必要であ
ることも明らかになった。この問題点に対す
る具体的な方策の検討が本申請研究の開始
点（現状）となっていた。 
 

 
図２ 出題画面 

 
２．研究の目的 
一般的な法律学習では，基本書（条文集や

逐条解説書など）を用いて定義，趣旨，論証，
および判例等の重要なキーワードを確認す
る。キーワードは専門家達によって慎重に選
ばれたものであるから，正しく使用すること
で解釈に疑義が生じることを防ぐためであ
る。また，条文等の理解が十分でないと，一
部のキーワードを落とすこともある。キーワ
ードを忠実に用いる訓練は初期段階におけ
る法律学習の特徴であると言える。そこで本
研究では，キーワードの定着に着目した個別
指導が可能な空所補充型クイズアプリを開
発し，知財教育における重要キーワードの暗
記支援を図る。 
 
３．研究の方法 
本研究の目的は，キーワードの抜け方は学

生の理解度によって異なるという問題点に
対して，研究代表者らがこれまでに実践して
きた指導ノウハウをルール化し，学生の理解
度に応じた個別指導により暗記学習を支援
することである。実践指導では，学生の理解
度と指導ノウハウを類型化できている。これ
らのタイプは空所補充型クイズ問題のキー
ワードにタイプ別の重みをかけることで判
別可能であると考える。 
本研究では，以下の３段階のフェーズで研

究を進めることにより，提案する暗記支援シ
ステムによる知財教育の支援を行った。 
 
(1) 序盤 

空所補充型クイズを用いた学生の理解度
タイプの類型化 

(2) 中盤  
理解度タイプ別指導ノウハウのルール化 



(3) 終盤 
提案システムによる暗記学習の支援およ
び評価 

 
４．研究成果 
 本研究目的に対し，上記の研究方法により
得られた成果の概要は以下のとおりである。 
(1) 大学連携 e-Learning における暗記問題

の類型化及び学生の学力評価 
研究代表者らは，四国地区 5国立大学の大
学連携事業として非同期型 e-Learning に
よる知財教育を行った。e‒Learning によ
れば遠隔指導が可能となる上に，オンライ
ン試験の受講履歴等の解析による個別指
導も容易である。そこで，図 3に示す通り，
オンライン試験に用いる問題を類型化す
るとともに，受講者の問題類型別の正答率
から個別の学力を測る評価基準を提案し
た。平成 27 年度後期にオンデマンド型
e-Learning で開講された科目の受講生を
対象に実験を行った結果，事前に設定した
難易度どおりの分布になっており，問題の
難易度及び類型は妥当であった（図４）。 

 

 
図３ 類型化された問題及び学力評価 

 

 
図４ 問題類型別正答率の分布から見た問
題設定の妥当性 
 
(2) 自己組織化マップによる学習者のタイ

プ分け 
研究代表者らは，過去の研究において，指
導者の経験に基づいた学習者のタイプ分
けルールベースを構築し，個別指導に有効
であることを示した。ここで，ルールベー
スシステムの欠点として，ルールの競合問
題が存在する。複数ルールの適用条件が合
致する場合，優先順位によって適用すべき
ルールを選択することになる。それ故，評
価対象のクラスによって，成績優秀者が多
くなるなどタイプ分けに偏りの出ること

があった。そこで，予め分類すべきタイプ
の判明している評価用データを元に，自己
組織化マップを用いた教師無分類手法に
よるタイプ分けを行った（図５）。その結
果，タイプの境界部分に複数のタイプが混
在する誤分類が生じていたため，誤分類を
修正するルールベースを新たに構築した
（図６）。 

 
図５ 自己組織化マップを用いた学習者のタ
イプ分け 

 
図６ 誤分類の修正結果 

 
(3) 理解度タイプ別の個別指導 

学生の理解度タイプ別の指導ノウハウを
ルール化（表１）し，個別指導の自動化機
能を実装した。 

 
表１ 学習者の理解度タイプ別指導ノウハ
ウの例 

タイプ名 指導ノウハウの例 
類似用語に
弱い 

類似用語の違いを説明する 

難解用語に
弱い 

文言別に意味を説明する 

うっかり型 用語が含まれる理由を説明す
る 

条文番号忘
れ型 

語呂合わせ，あるいは関連条
文との組合せを説明する 

 
(4) システムの評価及び改良 

本研究で構築した学習支援システムを用
いて実際の e-Learning 授業で知財教育を
行い，システムを評価しながら複数年にわ



たるデータを蓄積しているところである。
得られた成果に関する論文の投稿を準備
中である。 
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